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Ⅰ　は じ め に
　我が国の専門看護師教育機関は，平成22年4月
現在60大学154課程に増加し，専門看護師の認定
者も平成23年１月現在612名に増加している１）．
しかし，専門看護師として認定を受けているのは，
専門看護師教育課程修了者の一部であり，その実
態や原因は明らかにされていない．近年，医療の
高度化・複雑化・多様化のなかで，専門看護師の
役割拡大をも視野に入れた教育内容について活発
な論議が行われている２）．しかし，専門看護師教
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要　旨
　本研究の目的は，専門看護師として認定を受けていない専門看護師教育課程修了者の，教育課程で
の学びと教育ニーズを明らかにすることであった．専門看護師として認定を受けていない専門看護
師教育課程修了者に，認定申請に向けて活動する中で①教育課程での学習が役立ったと感じた内容，
②教育課程の学習では不足を感じた内容，③不足を感じる内容をどのように学習してきたか・学習し
ていきたいか，について自記式質問紙調査を行い，95名から回答を得た．
　教育課程での学習が役立ったと感じた内容は，86名から175件が挙げられ，「理論・知識」が39件と
最も多く，続いて「実習」35件，「研究」25件等であった．不足を感じた内容は89名から204件が挙げ
られ，「健康問題のアセスメント・診断・治療」36件，「理論と実践の統合・事例分析」27件，「専門
領域の知識や技術」13件など看護実践に関わる内容が最も多く，「コンサルテーション」29件，「コー
ディネーション」20件が続いた．不足を感じる内容の学習方法では，「勉強会や研修会への参加」が
最も多かったが，今後は「専門看護師との話し合いや相談」，「大学院博士課程への進学や教育コース，
研修コース」の希望が増えていた．
　修了者は，教育課程のなかで高度実践の基礎となる論理的な思考や人や事例をみる視点の広がり
や深化を学習していた．しかし，修了後の実践では学びを実践に適応する具体的な方策や，多様な実
践への応用，基礎となる健康問題のアセスメントや診断・治療に関わる知識などに不足を感じていた．
多様な背景をもつ修了者が専門看護師として活動していくには，修了後も継続した段階的な学習を
支援する方策が必要と考えられた．
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育課程修了者の教育課程での学びや，教育ニーズ
に対する調査は行われておらず，これらを明らか
にすることは専門看護師教育の改善にむけた意義
が大きいと考えた．
本研究は，文部科学省 組織的な大学院教育改革
推進プログラム「専門看護師育成・強化プログラ
ム」により行われた，専門看護師および専門看護
師教育課程修了者の教育ニーズとサポートニーズ
に関する研究の一部である．
Ⅱ　研 究 目 的
　専門看護師として認定を受けていない専門看護
師教育課程修了者の，教育課程での学びと教育
ニーズを明らかにする．
Ⅲ　研 究 方 法
１．研究対象
　専門看護師として認定を受けていない専門看護
師教育課程修了者（以下，修了者とする）
２．データ収集方法
　自作の調査用紙を用いた自記式質問紙調査．内
容は，年齢，看護師経験年数，専門領域での経験
年数，専門看護師教育課程（以下，教育課程とす
る）修了後の年数，専門領域，現在の立場，認定
審査の申請に向けて活動する中で教育課程での学
習が役立ったと感じた内容，教育課程の学習では
不足を感じた内容，不足を感じる内容をどのよう
に学習してきたか・学習していきたいかなど．調
査内容は，専門看護師教育に携わる研究者4名と
専門看護師5名で検討を重ね作成した．
　調査時の平成20年9月に教育課程の認定を受け
ていた，全国34大学101教育課程の責任教員に研
究への協力を依頼した．30大学68教育課程から調
査協力の承諾と対象候補者数の回答が得られた．
対象候補者が0人であった8課程を除き，人数分の
調査用紙一式を個別に封入して教育課程の教員に
郵送し，修了者への郵送を依頼した．また，共同
研究者を通し調査への同意が得られた修了者には
直接郵送した．調査は無記名で行い，返信用封筒
による研究者への返送をもって承諾が得られたこ
ととした．
３．調査期間
　平成20年9月から12月
４．分析方法
　数値データの分析は記述統計を用いた．専門看
護師教育課程での学習が役立ったと感じた内容，
教育課程の学習では不足を感じた内容については，
始めに，記述された内容を損なわないように要約
した．その後，専門看護師教育課程での学習が役
立ったと感じた内容については，主に教育課程で
の科目の視点で，また，教育課程の学習では不足
を感じた内容については，主に専門看護師の6つ
の役割（実践・相談・調整・倫理調整・教育・研
究）の視点で，類似性・相違性に基づき内容分析
を行った．分析結果は，専門看護師を含む共同研
究者間で検討し，妥当性を高めた．
５．倫理的配慮
　千葉大学看護学部倫理審査委員会の承認を得て
実施した．認定を受けていない修了者は，個人情
報保護の観点から直接連絡をとることが困難であ
るため，以下の2つの方法：①教育課程の責任教員
宛に研究の目的・方法等を記載した依頼文を送付
し，研究に協力可能な場合には同意書と修了者の
人数を回答してもらい，人数分の調査用紙一式を
個別に封入して教員に郵送し修了者への郵送を依
頼する．②共同研究者を通して同意が得られた修
了者には直接郵送する，を用いた．調査は無記名
で行い，返信用封筒による研究者への返送をもっ
て承諾が得られたこととした．返送された調査用
紙は，鍵のかかる書庫に保管し，データ入力後
シュレッターにて破棄した．入力データは，調査
終了後消去した．
Ⅳ　結　　　果
１．対象者の背景
　教育課程から回答のあった264名と個人協力者
25名，合計289名に調査用紙を郵送し，197名から
回答を得た（回収率68.2％）このうち，認定申請
に向けて活動する中で①専門看護師教育課程での
学習が役立ったと感じた内容，②教育課程の学習
では不足を感じた内容，③不足を感じる内容をど
のように学習してきたか・学習していきたいか，
の1項目以上に回答した95名(48.2%)を，本研究の
分析対象とした．対象者の背景を表1に示す．年
齢は，30歳代が56名（58.9％）と最も多く，教育
課程修了後の年数は3年以下が78名（82.1％）を占
めた．看護師経験年数は8年以上が83名（87.4％），
専門領域での経験年数は6年以上が70名（73.7％）
を占めていた． 
２．修了者が教育課程での学習が役立ったと感じ
た内容
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　認定申請に向けて活動する中で教育課程での学
習が特に役立ったと感じた内容には86名から175
件が挙げられた（表２）．最も多かったのは「理論・
知識」39件であり，実践の基盤となる危機理論な
どの理論21件等が含まれた．次に多かったのは
「実習」35件であり，専門看護師のシャドウイング
15件やアセスメント・実践・評価を丁寧に解釈し
整理したこと5件等が含まれた．「研究」も25件と
多く，研究方法論や文献検索方法の修得や対象理
解の深まり，問題解決方法への示唆などが含まれ
た．また，「コンサルテーション・コーディネー
ション」，「看護倫理・倫理調整」も各18件と多かっ
た．その他，「看護管理・政策」11件，「看護教育」
7件，「専門看護師論」7件等が含まれた．更に，「対
象や事例をみる視点の広がりや深化」，困難に屈
しないなど「人として・看護師としての成長」な
どが挙げられていた．
３．修了者が教育課程の学習では不足を感じた
内容
　認定申請に向けて活動する中で教育課程での学
表1　対象の背景
n=95
人数（％）項　　　目
4人（ 4.2％）
56人（58.9％）
32人（33.7％）
3人（ 3.2％）
20代
30代
40代
50代
年齢
3人（ 3.2％）
9人（ 9.5％）
24人（25.2％）
59人(62.1％）
5年未満
5～7年
8～10年
11年以上
看護師
経験年数
10人（10.5％）
15人（15.8％）
23人（24.2％）
47人（49.5％）
3年未満
3～5年
6～8年
9年以上
専門領域の
経験年数
37人（38.9％）
41人（43.2％）
11人（11.5％）
5人（ 5.3％）
1人（ 1.1％）
1年未満
1～ 3年
4～ 6年
7～10年
11年以上
教育課程
修了後の
年数
30人（31.6％）
11人（11.6％）
9人（ 9.5％）
13人（13.7％）
6人（ 6.3％）
11人（11.6％）
3人（ 3.2％）
5人（ 5.3％）
2人（ 2.1％）
5人（ 5.3％）
がん看護 
精神看護
小児看護 
急性・重症患者看護
母性看護
慢性疾患看護 
地域看護 
老人看護 
家族看護
感染症看護 
専門領域
90人（94.7％）
4人（ 4.2％）
1人（ 1.1％）
1人（ 1.1％）
医療施設*
教育機関
学生、研修生等*
その他
現在の立場
*ダブルカウント
習では不足を感じた内容には89名から204件の内
容が挙げられた（表３）．最も多かったのは看護実
践（直接ケア）にかかわる内容であり，フィジカ
ルアセスメントや疾病の病態・生理など「健康問
題のアセスメント・診断・治療」36件，「理論と実
践の統合・事例分析」27件，「専門領域の知識や技
術」13件であった．続いて多かったのは，「コンサ
ルテーション」29件，「コーディネーション」20件，
「看護倫理・倫理調整」17件であり，いずれも実際
に活動する際に必要となる実践的な内容が多く含
まれていた．「研究・問題解決」11件には，論文発
表や様々な研究方法論，業務を行いながらの研究
方法など，臨床のなかで研究を行う際に必要な内
容が含まれていた．「看護管理者との協働・役割拡
大」14件，「看護管理・組織論・変革理論」8件に
は，組織を分析し組織の協力を得ながら活動の場
を開拓していく方法に関する内容が多く含まれて
いた．
４．修了者の不足を感じた内容についての学習
方法
　不足を感じる内容をどのように学習してきたか
について91名，今後どのように学習していきたい
かについては93名の回答（複数回答）が得られた
（表４）．いずれにおいても最も多かったのは，
「勉強会や研修会への参加」であった．次に多かっ
たのは，今までの学習方法では「文献学習やイン
ターネットでの情報収集」，今後希望する学習方
法では「専門看護師との話し合いや相談」であった．
「大学院博士課程等への進学や教育コース，研修
コースへの入学」は，今までの学習方法では3名と
わずかであったが，今後希望する学習方法では22
名が選択していた．
Ⅴ　考　　　察
１．教育課程における学びと修了後の教育ニーズ
　看護実践の基盤となる理論や知識に関する学習
　多くの修了者が，教育課程での学習のなかで役
立った内容として，実践の基盤となる理論を用い
て現象を理論的にとらえることや，経験の少ない
領域の知識などを上げていた．教育課程での学習
は，それまでの看護実践を理論を用いて解釈した
り，論理的な思考を学ぶ意義が大きいことが示さ
れた．さらに，他の学習と合わせ人や事例をみる
視点の広がりや深化が挙げられていたことから，
教育課程が高度な看護実践に不可欠な思考の基盤
作りをしていると考えられた．一方で，不足を感
じた内容には理論と実践の統合など，教育課程で
千葉大学大学院看護学研究科紀要　第３３号
－34－
表２．修了者が専門看護師教育課程での学習が特に役立ったと感じた内容　　　　　n=86名，175件
実践の基盤となる理論：危機理論，発達理論など（21件）
理論・知識
（39件）
最新の知識，経験が少ない領域の知識（7件）
介入モデル
物事を理論的に考えること（5件）
現象を捉える学習（2件）
精神状態のアセスメント，精神分析（2件）
病態生理学
専門看護師のシャドウイング（15件）
実習
（35件）
アセスメント、実践、評価を丁寧に解釈し整理したこと（8件）
専門看護師・看護管理者によるスーパーバイズ（3件）
指導教員からのスーパーバイズ（3件）
実習のプロセスで指導教員から学んだことが看護／看護管理の視点だった
専門看護師による事例検討
実践後にゼミを行い、事例検討を重ねたこと
実習でのコンサルテーションやコーディネーション
実習が一番役に立った（2件）
実習したことを認定申請書類にまとめたこと
研究方法（8件）
研究
（25件）
修士論文の作成プロセス（3件）
質的研究方法により対象理解が深まった（2件）
現在の研究活動や研究指導に役立っている（2件）
文献検索がスムーズにできる（2件）
課題研究で学んだ介入の計画や考査する際の基本が役立っている（2件）
課題の発見から実践に足るプロセスで研究的思考が応用できる
研究課程で自身に不足していることを相談したり必要な情報を得る方法が分かった
課題研究で取り組んだ内容は自信をもって実践に生かせる
研究計画書の書き方
統計処理（SPSSなど）
論文の書き方
コンサルテーション（14件）
コンサルテーション，
コーディネーション
（18件）
コンサルテーションで学んだ、組織への介入方法が役立っている
コンサルテーションの考え方や方法を学んだことで活動範囲が広がった
患者だけでなくスタッフの成長につなげるため、患者をとりまく1人ひとりから情報をとり注意深く分析して解決する方法
経験のなかった地域連携について学べた
看護倫理（13件）
看護倫理・倫理調整
（18件）
倫理原則
倫理調整についてスタッフと悩みながら考えることができている
看護倫理はケア上の問題解決に役立っている
其々の価値を理解することから専門看護師の活動が始まると実感している
意思決定へのケア
看護管理（7件）
看護管理・政策
（11件）
組織のあり方や自分のポジションを具体的に示したり説明するのに役立っている
組織の問題点を明らかにしていく手順や視点を学んだ
組織分析
政策
看護教育のなかのプレゼンテーション（2件）
看護教育
（7件）
看護教育（2件）
講義の組み立て方
看護教育のなかのリーダーシップ、グループマネジメント、カウンセリング等の方法
TAの経験が教育に生かされている
専門看護師としての心構えやあり方（4件）
専門看護師論
（7件） 専門看護師の役割に関する授業（2件）
専門性の探求・言語化
人や事例をみる視点が広がった（5件）
視点の広がりと深化
（7件） 対象者のもつ力を信じることができるようになった
「察する」で済ませていたことを、対象にしっかり聞くことの大切さ
困難に屈しない不屈の精神（2件）人として・看護師として
の成長
（4件）
人として看護者としての成長が必要だと考えることができた
仕事をしながら勉強する習慣
ケースレポートの書き方（2件）申請書の書き方（2件）
特定の科目ではなく、いくつかの学びが合わさって学びとなっている学んだこと全て（2件）
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表３．修了者が専門看護師教育課程の学習では不足を感じた内容　　　n=89名，204件
専門分野のフィジカルアセスメント（8件）
実践-1
健康問題のアセスメント
診断・治療
（36件）
疾病の病態・生理（9件）
薬理学（8件）
最新の薬剤（2件）
専門領域の治療の最新知識：放射線療法，精神療法など（6件）
疾病の診断技術，画像の読み方（3件）
理論と実践の統合，看護理論の適用・応用（3件）
実践-2
理論と実践の統合・
事例分析
（27件）
実践のエキスパートによるスーパーバイズの機会
事例分析（7件）
看護実践（7件）
事例検討を実践につなげる機会
専門領域の知識・技術（4件）
実践-3
専門領域の知識や技術
（13件）
症状コントロール（4件）
リラクゼーションなどのケア（2件）
変化する環境の中での実践（2件）
具体的な在宅ケアのプラン
ｺﾝｻﾙﾃｰｼｮﾝの実際（27件）コンサルテーション
（29件） カウンセリング技術（2件）
コーディネーションの実際（7件）
コーディネーション・
調整
（20件）
調整の実践的な知識・技術（3件）
調整役割の理論基盤（2件）
他職種との協働
グループスーパービジョン
集団に対するアプローチ
多数でのディスカッション
地域連携（2件）
施策・制度（2件）
倫理調整の実践的な知識・技術（12件）看護倫理・倫理調整
（17件） 看護倫理（5件）
研究・論文発表（4件）
研究・問題解決
（11件）
さまざまな研究方法論（2件）
業務を行いながらの研究方法
文献検討
問題解決技術（3件）
看護教育
看護教育
（4件） 教育や講演などのプレゼンテーションの学習（2件）
企画力
看護管理者との協働（3件）
看護管理者との
協働・役割拡大
（14件）
組織の協力を得るための方法（2件）
組織の中で活動の場をどう開拓していくのか（3件）
役割を発展させるために必要な知識や理論
自分の活動の表現方法（2件）
交渉のスキル（3件）
6つの機能に沿った知識を臨床で統合するための学習
専門看護師の役割と実践
（10件）
6つの役割に則した内容の講義
専門看護師としての役割を実践の中でどう果たしていくのか、その方法論（2件）
自分が主体となったCNS活動体験
CNSとしての役割そのもの
専門看護師と認定看護師の違い
CNSとの意見交換の場（３件）
看護管理（2件）
看護管理・組織論
・変革理論
（8件）
組織分析（2件）
フィールドアナリシス（2件）
サービス開発、システム作りなど経営などの視点
チェンジセオリー
コミュニケーション能力・スキル（3件）コミュニケーション能力
（5件） アサーション（2件）
リーダーシップリーダーシップ
（2件） コーチング
申請書類のまとめ方（６件）
申請支援
（15件）
申請に向けて具体的に必要なこと（5件）
試験への対応
モチベーションを維持する力
サポートシステム（2件）
サブスペシャリティの開拓その他　（1件）
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の学びを実践に適応する方法が含まれていた．理
論を複雑な看護実践に適応するには，丁寧な事例
分析を基に理論を適応し評価していくことが必要
であり，スーパーバイズを伴う事例検討が不可欠
と考えられる．本研究の対象者は看護師経験年数，
専門領域の経験年数共に比較的長い者が多かった
が，このような対象でも教育課程で学習した理論
や知識を複雑な問題をもつ事例に展開していく際
には継続した学習が必要であることが示唆され
た． 
　健康問題のアセスメント・診断・治療
　フィジカルアセスメントや疾病の病態・生理，
薬理学などは，役立った内容にはほとんど含まれ
ず，不足を感じた内容に多く挙げられていた．専
門看護師教育課程のカリキュラムにはフィジカル
アセスメントに関する内容が含まれるものの，そ
れぞれのサブスペシャリティを考慮した踏み込ん
だ内容を盛り込むのは困難である．しかし，修了
後の高度看護実践において，他職種と協働して行
くためには，これらの理解が不可欠である．シ
ミュレータや機器を活用したフィジカルアセスメ
ントの強化や，自己学習を進めていくうえで必要
となる病態・生理・薬理等に関する基礎的な知識
の担保と学習方法の習得について強化する必要が
あるだろう．
　実習における専門看護師のシャドウイングと丁
寧な事例分析
　実習もまた多くの修了者が教育課程での学習の
なかで役立った内容として挙げていた．特に，専
門看護師の活動を見学したり専門看護師からスー
パーバイズを受けたことは特記されていた．専門
看護師が関わる活動は複雑な過程をとるものが多
いため，実際に見学したりスーパーバイズを受け
ながら学生が実際に行うことは，講義よりはるか
に多い学びがある．また，実習での事例を丁寧に
分析することや，指導者や看護管理者からのスー
パーバイズを受けたことも役立った内容として多
く挙げられていた．実習のなかで困難な問題をも
つ事例に対し理論と実践を統合することや，アセ
スメントから評価に至る過程を展開することは，
看護実践能力を担保し修了者が自信をもって活動
していくことにつながっていくと考える．
　コンサルテーション・コーディネーション
　コンサルテーション・コーディネーションは，
役立った内容では考え方や姿勢に関わる学びが多
く記述されていた．一方，不足を感じた内容では，
実際に活動する際の実践的な内容がより数多く回
答されていた．コンサルテーション・コーディ
ネーションは，関わる人々・職種が多く，組織の
理解やコミュニケーション能力など様々な能力が
必要な複雑な活動である．教育課程のなかで学生
自身が実践を体験できる機会は多くはないため，
継続学習としての教育ニーズが高い内容と考える．
　研究
　教育課程における研究により，修了者は研究方
法論や文献検索方法の修得や対象理解の深まり，
問題解決方法への示唆などを得ていた．修了者が
取り組んだ研究テーマや研究方法は，修了後も自
信をもてるテーマ，方法となっており研究の意義
が示された．一方，修了後に不足を感じた内容と
して，様々な研究方法論や業務を行いながらの研
究が挙げられていた．臨床で研究を通して解決し
たい問題は多様であり，修了者が学習した研究方
法だけでは対応はできない．しかし，日々の業務
のなかで，新たな研究方法を学ぶことや研究に取
り組むことは困難が推察される．教育機関との共
同研究も増えてきているが，今後さらに推進が必
要であろう．
表４　　不足を感じた内容についての学習方法
今後どのように学習して
いきたいか　n=93
人数（％）
どのように学習して
きたか　n=91
人数（％）
学習方法
4名（ 4.3％）58名（63.7％）文献学習やインターネットでの情報収集
78名（83.9％）65名（71.4％）勉強会や研修会などへの参加
41名（44.1％）38名（41.8％）医療施設の上司やスタッフとの話し合いや相談
73名（78.5％）41名（45.1％）専門看護師との話し合いや相談
47名（50.5％）38名（41.8％）専門看護師教育課程の教員への相談
22名（23.7％）3名（ 3.3％）大学院博士課程等への進学や教育コース，研修コースへの入学
0名
2名（ 2.2％）
2名（ 2.2％）
1名（ 1.1％）
3名（ 3.3％）
2名（ 3.3％）
0名
0名
その他　　修了者仲間との相談や学習
　　　　　日々の実践のなかで学習する
　　　　　研究を行う
　　　　　薬理や病態は医師の指導を受ける
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２．修了者の教育ニーズに応える学習方法
　修了者の多くは，文献学習やインターネットを
用いた自己学習や，勉強会や研修会への参加によ
り不足を感じた内容を学習していた．また，医療
施設の上司や，専門看護師，教育課程の教員への
相談も行っていた．一方，今後の学習方法につい
て，現在より多く用いたいと回答された内容は，
「専門看護師との話し合いや相談」，「大学院博士課
程等への進学や教育コース，研修コースへの入
学」であった．修了後不足を感じた学習内容と合
わせて考えると，専門看護師に準ずる活動の実践
を求められる修了者には多様な教育ニーズがあり，
これらの解決のためには，専門看護師の活動の実
際から学ぶことや，不足している内容を単独では
なく系統的に学ぶことが求められていると考える．
筆者らは，「専門看護師強化コース」を立ち上げ，
医療施設に在職中の修了者を対象に1年間をかけ
て，看護実践の根拠となる薬理学や病態学の強化，
専門看護師・修了者との討議や所属する組織の分
析・事例分析を通したコンサルテーションや看護
管理の講義と演習，専門看護師が機能している海
外施設での専門看護師研修を実施してきた．この
ような系統的な学習により受講生はそれぞれの背
景に合わせた様々な学びをしていた３）．多様な背
景をもつ修了者が専門看護師として活動していく
ためには，修了後も継続する段階的な学習を支援
する様々な方策が必要と考える．
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